
健康福祉部障害者支援局

障害のある人の工賃向上に向けた
県庁内での取組

R5.6.21　定例幹部職員会議
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障害のある人の就労と工賃 

　障害のある人の就労の種類

一般就労 福祉的就労 

一般の企業等 

就労継続支援事業所（一般就労が困難な人
が支援を受けながら働く障害福祉事業所） 

Ａ型 Ｂ型 

雇用契約あり 雇用契約なし 

⇒最低賃金の保障がないＢ型は特に支援が必要

B型の工賃推移

⇒向上しているが自立できる水準には至っていない。Ｒ５に２万円を目指す。
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県による障害者就労施設等からの調達① 　

趣 旨
■県は、障害者優先調達推進法に基づき、「受注機会増大の努力義務」、「調達
    方針（目標含む）策定及び公表、実績公表の義務」を負う。
■調達方針・目標達成に向け、全庁を挙げて取り組む。

Ｒ４実績
■「１所属１発注」100％達成（Ｈ25の取組開始以来初）（知事部局、教委、　　
　県警の402所属のすべてで発注）
■調達実績：74,397千円（過去最高）

主な取組 ・部内職員対象の相談会の開催（健康福祉部） 
・単独事務所の施設管理・清掃等の発注を推進 

主な増加理由 ・コロナ抗原検査キットの袋詰め作業（新規） 
・工科短期大学校の屋上庭園管理（新規）

※ほかにも、袋井土木事務所での駐車場除草・剪定の一般
　造園業者からの切り替えなど（コスト削減効果もあり）
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県による障害者就労施設等からの調達② 　

Ｒ５方針・目標
■「１所属１発注」の100％達成を継続

■調達目標：75,000千円

Ｒ５重点取組
①各種イベントでのリーフレット印刷・グッズ製作の発注促進

②単独事務所の施設管理の拡充

③物価高騰等を反映した価格への配慮

各部局での職員向け相談会を御検討ください！
相談員を派遣します！
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一人一品運動協力隊 　

趣 旨
■障害のある人の工賃向上を目的に、県職員を対象として福産品のセット商品を
　購入する「一人一品運動協力隊」をＲ元から実施

実績の推移

（過去最高）
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（単位：千円、口）

■サマーフェア：Ｒ５.７.１３～１４
■バレンタインフェア：Ｒ６.２月
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庁内販売会 　

実績の推移

Ｒ５の予定

今年もたくさんの御来場お待ちしています！
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（参考）工賃向上のための事業所支援・企業等へ向けた取組 

ふじのくに福産品等SDGｓパートナー認定制度 民間企業向け一人一品運動協力隊

農福連携支援 新商品開発支援
■  農福連携ワンストップ窓口

■ 参入を促すセミナー・研修
■ 実践的な個別技術支援
■ ノウフクマルシェの開催
■ ６次産業化支援

■Ｒ５新規事業
■年間30万円以上の購入実績がある
　企業等を県が認定・公表
■継続的・安定的売上げにつなげる。

■Ｒ４から民間企業等へ本格拡大
（23企業・団体、967口、3,028千円）

■Ｒ３～５、毎年度３事業所を支援
■外部専門家による年間を通じたサ
    ポート
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障害のある人が分け隔てられない
共生社会の実現に向けて

引き続き、御協力をお願いします 　


